














































































































10   織田作之助「『四つの都』の起案より脱稿まで」、187頁．



































13   織田作之助「『四つの都』の起案より脱稿まで」、188頁．
14   カワシマクラブ編『監督　川島雄三　松竹時代』ワイズ出版、2014年、18-19頁．
15   同書、19頁．
16   織田作之助「『四つの都』の起案より脱稿まで」、188頁．
17  川島雄三「自作を語る」、今村昌平編『サヨナラだけが人生だ　映画監督川島雄三の一生』ノー












































































    563-564頁．


































































































































































49   同書、201-202頁．実際の映画の撮影では特殊な映像トリックは用いられず、庄平が見上げる大
　 仏のショットのあとに庄平をロー・アングルであおったショットが続き、節子の登場にあわせて
　 通常の水平のアングルに戻るといった演出がほどこされている。









































































54   織田作之助『四つの都』、192-193頁．
55   同書、225頁．




























57   織田作之助「映画と文学」、339頁．
58  十吉も節子も、好意を寄せる人への思いに区切りをつけるために新たな境遇（十吉は報道班員と
　 して南方へ赴き、節子は神戸の工場で勤労に延身する）へと身を投じていく。
59  飯島正『戦中映画史・私記』、308頁．
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